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　肥満ラットの内臓脂肪組織で発現上昇する Gpnmb
（glycoproteinnon-metastaticmelanomalproteinB）を同




R150X 変異を有する DBA/2 J マウスから Gpnmb 欠損マ
ウスを，さらに脂肪細胞やマクロファージに過剰発現させ
る aP2 プロモーターを用いて Gpnmb トランスジェニック
（Tg）マウスを作製した．さらに，マウスおよびヒトで血




る Gpnmb の発現上昇，血清中の可溶型 Gpnmb の上昇，肝
臓の星細胞やマクロファージでの強い発現が認められ，そ
れが表現型に寄与していると考えた．また，ヒト非アルコ
ール性脂肪性肝疾患（nonalcoholic fatty liver disease：
NAFLD）患者において血清 GPNMB が高値であった．可
溶性分泌型 GPNMB は NAFLD の進行を予測するバイオ
マーカーや NAFLD に対する治療ターゲットになりうる
と考えられた．
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　Toll-like receptors（TLRs）は自然免疫において特定の
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（Th17/Th1 ）の増加が認められるが，宿主 PD-L1 欠損マ
ウスでは Th17/Th1 細胞のさらなる増加を，宿主非造血器
組織 PD-L1 欠損キメラマウスでも宿主 PD-L1 欠損マウス
と同様レベルの増加を認めており宿主非造血器組織におけ
る PD-L1 発現の重要性を示した．同種移植後に移植片








る GVHD の改善効果から積極的な PD-1 経路を介した免
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CHR では driveroncogene である EML4-ALK 融合遺伝子
が消失し，ALK 阻害剤は無効となっていた．また，代替の







ALK および MET を阻害するクリゾチニブが有効である
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M, Mizokami M, Ikeda M, Kato N：The cyclic GMP-
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回，我々は HBV のウイルスゲノムである二本鎖 DNA を
「非自己」として認識する宿主因子が cGAS であることを
見出した．また，cGAS は HBV 感染を認識する DNA セン
サーとして機能していることを明らかにした．さらに，




　本研究成果により，HBV 感染認識機構における DNA セ
ンサーとしての cGAS の役割が初めて明らかにされた．将
来的に，cGAS を基盤とする HBV の持続感染に対する新規
治療法の開発につながる可能性が示唆された．
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1 ×106個の MSC を 1 竓の生理食塩水に溶解し，右内頚動
脈から経動脈的に投与した．移植群をモデル作製 1， 6，
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消化器・肝臓内科学 岡 田 裕 之　














































































































救急医学 中 尾 篤 典　
　平成28年 4 月 1 日付けで，岡山大学大学院医歯薬学総合
研究科救急医学分野を担当させていただいております中尾
篤典と申します．平素より岡山大学病院高度救命センター
にご高配を賜り，心より御礼申し上げます．私は本学第一
外科に入局し一般外科を学んだあと，臓器移植の研究のた
めにピッツバーグ大学にわたり，12年もの間基礎研究を続
けておりました．アメリカに研究者として永住するつもり
だったのですが，東日本大震災の災害支援に参加させてい
ただいたことをきっかけに，余生は日本のために救急災害
医療をやろうと帰国を決意し，兵庫医科大学救命救急セン
ターで救急災害医学を修め，現在に至っております．
　近年，交通事故による死者は著明に減少してはいますが，
まだまだ多発外傷で命を落とす患者さんも多くおられ，も
しも適切な処置を施せば救命できたと推定される外傷死亡
が岡山にも少なからず存在します．これらの不幸な外傷死
を減らすためには，病院前救護，適切な病院選定に加え，
重度外傷や多発外傷に対して高度な診療が展開できる外傷
専門チームの活動が不可欠となってきます．岡山には外傷
センターがなく，点在する病院に救急医が散在し，もとも
と少ない救急医のマンパワーがさらに分散しているのが現
状です．この問題を解決する一つの案として，病院間の垣
根を取っ払い，各病院から外傷外科医を含めた救急医が日
替わりで外傷チームを組織し各病院を移動していく，「動く
外傷センター」のような発想も可能になるかもしれません．
岡山大学がすすめる OUMC 構想と協調して，地域でチー
ムとして地域を守る，新しい一歩進んだ救急医療システム
のありかたを，岡山から発信できる可能性があります．
　今後は，AcuteCareSurgery という新しい外科学の分野
を推進しながら，機動力，統率力，バランス感覚，そして
愛情にあふれた優秀な救急医を多く養成し，現存の救急医
の力を疲弊させることなくフルに発揮させるシステムを構
築し，岡山のため，日本のため，全身全霊をもって診療教
育に当たる所存であります．ご支援，ご指導のほど，心よ
りよろしくお願い申し上げます．
